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In this article, I search for the basis of Nietzsche’s philosophy from his own view of 
1882. In his letter 1 presumably of 16 September 1882 to Lou von Salomé, he confesses 
that her “Gedanke einer Reduktion der philosophischen Systeme auf Personal-Acten 
ihrer Urheber (idea of reducing philosophical systems to the status of personal records 
of their authors)” is also his own and considers that the “„Charakteristik meiner 
selber“ (‘Characterization of Myself ’)” is “wahr (true)”. If we accept this fact, his 
philosophy must be based on this “Charakteristik”. With the texts of Salomé and 
Nietzsche at that time as a clue, I infer that the key word of this “Charakteristik” is 
“Heldenzug (heroic trait)” and what this expression means. Then I reinforce this 
conclusion with his other texts and relate it with a few other important concepts of his 
philosophy, especially with “amor fati (love of fate)”. Finally I consider whether his 




                                                  
【註】ニーチェ（NIETZSCHE, Friedrich Wilhelm）のテクストは以下のグロイター
（Gruyter）版を用いた。 
・Nietzsche Werke. Kritische Gesamtausgabe, herausgegeben von Giorgio COLLI und 
Mazzino MONTINARI, Walter de Gruyter, Berlin und New York, 1967ff.（略号 KGW） 
・Nietzsche sämtliche Werke. Kritische Studienausgabe in 15 Bänden, herausgegeben 
von Giorgio COLLI und Mazzino MONTINARI, Walter de Gruyter, Berlin und New 
York, 1980, 2., durchgesehene Auflage, 1988.（略号 KSA） 
・Nietzsche sämtliche Briefe. Kritische Studienausgabe in 8 Bänden, herausgegeben 
von Giorgio COLLI und Mazzino MONTINARI, Walter de Gruyter, Berlin und New 
York, 1986.（略号 KSB） 





1 当該書簡の英訳は次のものに従った：MIDDLETON, Christopher (ed. and trans.), 
Selected Letters of Friedrich Nietzsche, The University of Chicago, 1969, reprinted by 































                                                  
2 この作業は筆者の学位論文の第五節・第六節に主に基づき、これを改稿したものである。 
3 ANDREAS-SALOMÉ, Lou, Friedrich Nietzsche in seinen Werken, Konegen, Wien, 
1894. 以下、同書は『作品』と略記し、引用・参照指示は次の版を用いて、頁数を併記
してその都度行う。mit Anmerkungen von Thomas PFEIFFER, herausgegeben von 
Ernst PFEIFFER, Insel, Frankfurt am Main und Leipzig, 2000. 
なお、同書は「序言としてのフリードリッヒ･ニーチェの一書簡」・「第 1 部 彼の本質」・
「第 2 部 彼の変遷」・「第 3 部 『体系ニーチェ』」から成る。即ち、清水氏が「特に重
要」と見做すのは同書の第 1 部である。 
4 清水真木『知の教科書 ニーチェ』、講談社、2003 年、11 頁  
5 ニーチェとザロメの二人は 1882 年 4 月 26 日に出会い、11 月 5 日を最後に二度と会わ
なかった（JANZ, Curt Paul, Friedrich Nietzsche. Biographie, in 3 Bänden, Hanser, 
München / Wien, 1978-1979, Bd.2, 1978, S.122f.、『作品』303）。また、書簡のやりとり
の形跡も 12 月までである。 








Friedrich Nietzsches zum Vorwort）」として掲載している（『作品』24f.,298f.：Vgl.註 3）。


























                                                  
8 実際、草稿「ギリシア人の悲劇時代における哲学（Die Philosophie im tragischen 












の間で―』、法政大学出版局、1999 年、7 頁、191 頁）、ニーチェの哲学を扱う際に「『人
物』の無視」や「人間性の表現として［…］見られる限りでの『作品』の度外視」（HEIDEGGER, 
Martin, Nietzsche, Bd.1, Neske, Pfullingen, 1961, S.474.）を方針とするハイデガーの立
場は、ニーチェの立場に反する。つまり、ニーチェ哲学の適切な理解は、ハイデガーのみ
ならず例えばヤスパースやフィンクやミュラー=ラウターも、「心理学的な
（psychologisch）」（ibid., S.18, 475.; JASPERS, Karl, Nietzsche: Einführung in das 
Verständnis seines Philosophierens, Walter de Gruyter, Berlin, 1936, dritte 
unveränderte Auflage, 1950, S.13.; MÜLLER-LAUTER,Wolfgang, Nietzsche: Seine 
Philosophie der Gegensätze und die Gegensätze seiner Philosophie, Walter de Gruyter, 
Berlin / New York, 1971, S.5.）観点・「心理学（Psychologie）」（FINK, Eugen, Nietzsches 





















いる考えでもあったのだが、この草稿を私は前もって 1882 年 10 月に彼に読み聞かせ、








身の性格描写」が 1882 年 9 月 16 日頃以前のものであるのに対し、ザロメの告白で言及さ
れている「ニーチェの性格描写についての私の草稿」の方は「1882 年 10 月に彼に読み聞
かせ」たものとされているからである。 
同年夏、二人（及びニーチェの妹）はタウテンブルク（Tautenburg）で 8 月 7 日から
26 日まで共同生活を行い、二人は「一日中朝から晩まで［…］話をして」・「この 3 週間は
文字通り死ぬほど話をした」10。その後二人が会ったのは、10 月 1 日にザロメがパウル･
















天秤をこそ、はっきりさせんと試みるものである」（BERTRAM, Ernst, Nietzsche: 
Versuch einer Mythologie, Georg Bondi, Berlin, 1918, siebente, durchgehend 
verbesserte und ergänzte Auflage, 1929, S.18.）との姿勢も、その具体的成果はともかく、
ニーチェの魂に注目するその限りで、必ずしも間違いではない。 
10 PFEIFFER, Ernst (Hrsg.), Friedrich Nietzsche, Paul Rée, Lou von Salomé. Die 




る可能性もある。「序言としてのフリードリッヒ･ニーチェの一書簡」が―9 月 16 日に作







10 月 2 日になっ
てからなのでしょうか？」（KSB6.260、『作品』25,299） 






しかしながら、『作品』第 1 部にはニーチェが 11 月 6 日以降に作成した文章が多数―
トーマス･プファイファ （ーThomas Pfeiffer）によれば少なくとも 44 箇所11で（同 303-316）
―引用元ないしは参照元とされており、同日以降の出来事を前提とする叙述も多数確認














（Tagebuch für Paul Rée）」（『記録』181）




的統一を与えているのです。」（同 184）  
ここでは、「彼の特性と衝動の全て」を総括する彼の「本質的なもの」が、「ニーチェの性
格」の内にある「英雄的性質（Heldenzug）」であるとされている。12そうして、別の箇所
                                                  
11 これは、『悦ばしき知識（Die fröhliche Wissenschaft）』（8 月末公刊）を除外した場合
である。同書からの引用について言えば、ライプツィヒでニーチェがザロメに献呈した同
書に書き添えた詩（Vgl.Ⅶ3[4]、『記録』458-468、『作品』169）には「1882 年 11 月初め」・
「F．ニーチェ」という日付と署名がある（『記録』241,458f.、『作品』168）ものの、既









































（Schopenhauer als Erzieher）』を読んだ経験があると考えられる。彼は 5 月中旬に彼女
に同書を渡し、同月 30 日まで貸していた（Vgl.同 126f.,260,428,472、KSB6.196）のだが、





（Vgl.SCHOPENHAUER, Arthur, Sämtliche Werke, Bd.V, Parerga und Paralipomena. 





故に、第 4 章を髣髴とさせるこの箇所が指すのは『悦ばしき知識』第 292 番だと見做すエ
ルンスト･プファイファーの見解（『記録』429）や、当時（1882 年 5 月）の旅行の際には
『教育者としてのショーペンハウアー』を読む時間は全く作れなかったとの後年（1936
年 7 月）のザロメの発言（同 472）は、右の両引用の類似性から判断する限り、共に誤解
を招くものである。 
13 この箇所は 8 月 21 日の日記（『記録』185-188）に続けて配されているが、その冒頭部
に対し、次の註が編者のエルンスト･プファイファーにより付されている。 









レー宛の書簡ではないと考えられる為、タウテンブルク滞在中（8 月 7 日～26 日）の内、

































































































































（Woran ich meines Gleichen 

































































































































                                                                                                                                                           
50 巻、國學院大學、49-64 頁、2012 年） 
19 KRUMMEL, Richard Frank, Nietzsche und der deutsche Geist, in 4 Bänden, Walter 
de Gruyter, Berlin / New York, 1974ff. 
20 但し、これを明示はしないが含意はするかも知れないケースとしては、ズースマン
（Susman）、レウコヴィッツ（Lewkowitz）の例が挙げられる：KRUMMEL,a.a.O.,Bd.2, 
2., verb. und erg. Aufl., 1998, S.621, Bd.3, 1998, S.124. 














Siegen）」であるという、彼が見做す限りでの「ニーチェが見た世界像（das Bild der Welt, 
































                                                                                                                                                           
1924. 
22 本段落におけるここまでの引用は、いずれも次の箇所からである：BAEUMLER, Alfred, 
Nietzsche der Philosoph und Politiker, Reclam, Leipzig, 1931, S.15. 
23 BAEUMLER, Alfred, Studien zur deutschen Geistesgeschichte, Junker und 
Dünnhaupt, Berlin, 1937, S.256. 





















































定についての試論」（『研究紀要』第 15 号、星城大学、29-41 頁、2015 年）  
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年、項目「運命への愛」、41 頁）。  
34 感情の厄介な受動的性質については次の拙稿でも触れている：「ハラスメントの概念を
問い直す―嫌がらせと人権侵害という観点から―（下）」（『研究紀要』、第 17 号、星城
大学、39-45 頁、2017 年） 
但し、松永澄夫氏は感情が受動的存在に尽きないことを論じている（『感情と意味世界』、
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36 なお、以上のもの以外の道も考えられる。例えば、空を体得し、自我を滅し、執着を離
れるという仏教的な道である。勿論、これもまた容易ならぬ道であろう。 
37 執筆要綱に従い、引用を伴わず言及のみ行った文献はここには記載しなかった。記載順
も要綱に従った。また、ニーチェのグロイター版テクストは註の冒頭の記載に代えた。 
― 16 ―
